
ＬＯ１３、ヲ冠動脈形成術を受けられる方へ(手首の血管から）

この検査は､手首の血管(動脈)から風船(バルーン)のついたカテーテルを入れ、

風船をふくらませて.せまくなっている心臓の血管を広げる治療です。 雲鑿三 ｑ◆

士午 藷Ｉ

■耳費用的22万～郷万

自己、担畝抵兵。割負担的6万～００万

毛人保皿的2万－3万

■瓦且用

自己⑧坦哩毎回

約40万

3射角沮的10万－12万

毛人保匹093万－4万

蕊鎗醒内容､』し暁期間により貝用は皮わって自戒す．

鰯3函1M回の方は高函匠昼只の対ａとなります.手桟さをお田し､します．

手瞬きをされた方の尻用は左肥と38なります.辞し<お知りに⑨りたい方は1階.2巴jk院室ロへお■いいたします．

Ｈ25.3月４A痢依

氏名様担当医師尋'十持ち看謹師

ﾉｕ玩謹ⅡFＨ血管造塵.心擬罷撞盃負荷賦駿競演衣や食車代は含まれ哀せん．
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連成目標 ①胸編発作時．石鰹師に伝えることができる。

②検査.治掴が納得して受けられる。
③検査､治癖のイメージができる。

①胸痛､動悸､吐き気､頭痛､手足

の痛み､しびれなど.異常時知らせ

ることができる。

②指示の安飾が守られる。

①検査結果､次の治療計画がわかる。

②日常生活の問題点がわかり.解決行動
がとれる。

③退院後の日常生活の注意点がわかる。
治癩･薬剤
(点滴､内服
処置、リハビリ）

･足の甲に印をつIﾅまず。

･ももの付Iﾅ根の毛をそります。
･午前の検壷の鳩合8時

午後の検査の場合12時頃

点滴を始めます。
･中止と伝えられた薬以外は飲んでく

ださい。

･翌朝まで点滴があります。

検査 ･入院時採血検壷と尿検査があります。

･胸のレントゲンを撮ります。

･心髄のエコー検壷を行なうことがあります。

･心電図をとります｡胸に印をつけます。

(印は消さないようにしてください｡）

･心電図をとります。 ･局所麻酔なのでお鱈することができま

す□

･医師や冠鰹節が側にいます。

気分が悪くなったり.苦しい時はお知ら
せ下さい。

･病室に戻ってから心電図モニター

をつげます。

･定期的に心電図をとります。

･朝心遜図をとります。

●句

活動･安静度 ･自由または医師の指示となります。 ･検査童までストレッチャーで行きます。

(用窓していただいたバスタオルを使い
まず）

･検盃後､左手首に止血バンドを巻
いてきます｡濁瞳師が止血バンドを
ゆるめていきます｡バンドは翌日

医師が外します。

･ひじに痛みやしびれ､瞳れがある
時はお知らせください。

･検査後6時間はﾍﾞｯﾄﾞ上で過ごし

て下さい｡６時間後はトイレ､洗面

以外は安静に過ごしてください。

･朝8時頃医師の診察力!あります。

･鯵察後は自由となります。

食事 ･自由または医師の指示となり宙:ｔｏ ･午前の潮合.朝食は食ぺられません。

･午後の喝合.届食は食べられません。
･水分を約500ｍI飲んでください。

(水､お茶､食卒制限がない鰯合

ジュース､牛vLなど｡炭酸[土やめて

ください｡）

･検変後より食率が取れます。

.食べやすいようにおにぎりに変更
します。

i畳 繁 ･入浴またはシャワー浴が行えます｡（入浴できない珊合は体をふきます｡） ･入浴.シャワーはできません。 ･本日は入浴を控えてください。
排泄

患者桶およびご
家族への脱明
服薬指導
栄養指導

･自由

･医師から検査の脱明があります。

･温塵師から入院生活と検査についての説明
があります。
･入院中に薬鋼師から薬について醜明があ

ります。

○検壷前に準備してください

･バスタオル1枚

･水分500rnI

(水､お茶､食駆制限がない場合

・ジュース､牛乳など｡炭酸以外） 彗驫藝蒙
－
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･検査後6時間は原器.ポータブル
トイレを使用してください。

･6時間後トイレまで歩行できます。

○退院後の注意点

･退院後､検正した部位が腫れる.硬いもの

が触れる症状がある時は病院に相駁して<だ
さい･

･入浴は3日目（／）から行えます｡検査した

部分を強くこすらないように注意してください。
侮口の絆創膏は入浴後に取ってください。

･退院前に医師から検査結果の蝋明があり

ます。

･羽獲師から日常生活の注意点､次回予約
､内服蕊について説明があります。
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冠動脈形成術を受けられる方へ(ひじの血管から）

この検査は､ひじの血管(動脈)から風船(バルーン)のついたカテーテルを入れ．

風船をふくらませて.せまくなっている心臓の血管を広げる治療です。

芝け持ち宥遡Ｉｌ矢【士宇

項目１入 積査当日($

※治毎内魯.入賦NHmlにより貝用は変わって色まず、

※｡割負担の方は富餌嘩錠貝の珂色と毬ります.手映さをお皿LL志す．

手纏さをされⅢ二方の貝用は正逼と日こります.8Fし<お知り'二なりたい方は1厨.２Ｓ入阻恵ロへお因いいたしま丁．

Ｈ25.3月４Ａ田佃

概耳畳用的22万-.5万

自己負担亜■更３割負担的6万～10万

毛人岳、約2万～3万

田虹受用ｂ940万

自己負担函蟹圏３割、沮的10万－１２万

毛人保曲的3万～4万

氏名様担当医師受け持ち看謹師

人I尻費用血管造影､心機能検査負荷賦験※田衣や食車代Iさ含まれません．
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運成目標 ①胸鰯発作時､冠瞳師に伝えることができる。

②検査.治療が納得して受Iﾅられる゜

③検査.治療のイメージができる。．．

①胸痛､動悸､吐き気､頭痛､手足

の癌み､しびれなど､異常時知らせ

ることができる。

②指示の安静が守られる。 △

①検査結果､次の治侭肘画がわかる。

②日常生活の問題点がわかり､解決行動
がとれる。，，
③退院後の日常生活i､注愈点がわかる。

治癖･薬剤
(点滴､内服
処置、リハビリ）

･足の甲に印をつけます。

･ももの付け根の毛をそります。

･午前の検壷の塙合8時

午後の検査の塙合12時頃

点滴を始めます。

･中止と伝えられた薬以外は飲んで<だ
さい。

･翌朝まで点滴があります。

検査 ･入院時採血l検査と尿検査があります｡｡

.胸のレントゲンを撮ります。

･心魔のエコー検査を行なうことがあります。

･心電図をとります｡胸に印をつIﾅまず。

(印は消さないようにしてください｡）

･心電図をとります。 ･局所麻酔なのでお賭することができま

す｡

.医師や瑠瞳師が側にいます。

気分が悪くなったり､苦しい時はお知ら

せ下さい。

･病室に戻ってから心電図モニター

をつけます。

･定期的に心電図をとります。

･朝心電図をとります。

活動･安静度 ･自由または医師の指示となります。 ･検査室までストレッチャーで行きます。

(用窓していた鱈いたパスタオルを使い

ます）

･検査後､左ひじに止血バンドを巻

いてきます｡泪腫師が止血バンド

をゆるめていきます｡バンドは翌日

医師が外します。

･ひじにMiみやしぴｵL､腿れがある

ときはお知らせください。

･検壷後6時間はﾍﾟｯﾄﾞ上で過ごして

下さい｡６時間後はトイレ､洗面以外

は安静に過ごして<鱈さい。．

･朝8時頃医師の鯵霧があります。
･診察後lま自由となります。

食事 ･自由または医師の指示となります。 ･午前の瑠合.朝食は食べられません。

･午後の墹合.昼食は食べられません。

･水分を約500ｍI飲んでください。

(水､お茶.食卒制限がない場合

ジュース､牛乳など｡炭酸はやめて

<鱈さい｡）

･検蚕後より食率が取れます。

．食べやすいようにおにぎりに変更

します。

胃潔 ･入浴またはシャワー浴が行えます｡(入浴できない鳩合1土体をふきます｡） ･入浴､シャワーはできません。 ･本日は入浴を控えてください。

排泄

患者様およびご
家族への説明
服薬指導
栄義指導

･自由

･医師から検査の脱明があります。

･霜護師から入院生活と検査についての脱明

があります。

･入院中に薬剤師から薬について脱明があ

ります。

○検査前に準備してください

･バスタオル1枚

･水分500ｍＩ

(水､お茶.食砺制限がない噛合

・ジュース､牛乳など｡炭酸以外）

･検盗後6時間は原器.ポータブル

トイレを使用してください。

･６時間後トイレまで歩行できます。

○退醸後の注垂点

･退院後､検査した部位が腫れる､硬いも

のが触れる症状がある時は病院に相戯して

ください。

,入浴は3日目（／）から行えます｡検査した

部分を強くこすらないように注意してください。
鰯口の絆創膏は入浴後'二取ってください。

･退院前に医師から検査結果の脱明が

あります。

･看護師から日常生活の性感点､次回予約

､内服薬について瞠明があります。
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冠動脈形成術を受けられる方へ(股の付け根の血管から）
この検査は､股の付け根の血管(動脈)から風船(バルーン)のついたカテーテルを入れ、
風船をふくらませて､せまくなっている心臓の血管を広げる治療です。

蛍lナ持ち石謹Ｉ

鰯治伍内容.入院期間により貝用は庇わって磨末す．

※3副負担の方は■賦虫畏且の対象となります.手紙ききお因いします．

手嶋色をされた方の貝用は厘肥と田なります。BFL<お知り'二なりたい方は1Rn､２旨入院窓口へおEuいいたします．

Ｈ２５．３月４Ａ飼掠

園面目用的40万

自己負柤団砥要。割負担的１０万～1Z万

老人保佃約3万－4万

田耳費用的22万～35万

自己ロ沮囲区要３割負担的6万～10万

老人係、約２万～3万

汗墾繕相当医師受け持ち看謹師

人1房費用血管遺影.心機能検査負荷賦験畿飼衣や宜甲代は含零れません.
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達成目標 ①胸痛発作時､覇唖師に伝えることができる。
②検査.治療が納得して受けられる。
③検査.治療のイメージができる。

①胸痛.動悸､吐き気.頭痛､手足
の痛み､しびれなど､異常時知らせ

ることができる。

②指示の安静が守られる。 凸

①！;i盃結果､次の治療計画がわかる。
②日常生活の問題点がわかり､解決行動
がとれる。

③i凰院後の日常生活の注窓点がわかる。

治療･薬剤
(点滴､内服
処置、リハビリ）

･足の甲に印をつけます。
･ももの付け根の毛をそります。

･午前の検査の鳴合8時

午後の検査の場合12時頃
点滴を始めます。

･中止と伝えられた蕊以外I土飲んで<だ
さい。

･翌朝まで点滴があります。

検査 ･入院時採血検査と尿検査があります。
ザ

･胸のレントゲンを掘ります。

･心臓のエコー検査を行なうことがあります。

･心晒図をとります｡胸に印をつけます。
(印は消さないようにしてください｡）

･心魎図をとります｡ ･局所麻酔なのでお賭することができま

す、

･医師や着謹師が側にいます。
気分が悪くなったり､苦しい時はお知ら
せ下さい。

･痢室に戻ってから心電図モニター

をつlﾅまず。
･定期的に心醒図をとります。

･朝心iE図をとります。

活動･安静度 ･自由または医師の指示となります。 ･検壷室までストレッチャーで行きます。
(用意していた鱈いたバスタオルを使い

まず）

･治擢後ももの付け根に管が入った

状恕で痢室へ戻ります｡管の入った

側の足Ｉま曲Ifないで下さい｡管は夕

方医師が抜きます｡抜いた後も翌朝

診察まで足を曲げないで下さい｡管を
抜き6時間後.圧迫帯を外します。

異常がなけれ感､横向きになれます

｡起き上がれません。
･足首は時々曲{f伸ばしして下さい。

･朝8時頃医師の鯵察があります。
･鯵察後は初めのうちはゆっくり起きて歩き
はじめてください。

･尿の管は鯵察後､医師または瑠腫師が
抜きます。

食事 ･自由または医師の指示となります。 ･午前の場合.朝食は食べられません。

･午後の喝合.昼食は食ぺられません。

･水分を約500ｍl飲んでください。

(水､お茶､食事制限がない墹合
ジュース､牛乳など｡炭酸はやめて

ください。）

･検査後より食取が取れます。

．食べやすいようにおにぎりに変更し
ます゜

･検査後6時間は寝た状態で食牢、
水分をとってください。

塀 Ｉｉ 照 ･入浴またはシャワー浴が行えます。（入浴できない墹合は体をふきます｡） ･入浴.シャ『フーはできません。 ･本日は入浴を控えてください。

排泄

患者様およびご
家族への説明
服薬指導
栄養指導

･自由

･医師から検査の説明があります。

･冠ME師から入院生活と検査についての鋭明

があります。

･入院中に薬剤師から薬について鋭明があ
ります。

○検査前に箪臓してください

･バスタオル1枚・水分500ｍＩ

･アンギオパンツ1枚(3階売店）

(水.お茶､食郡制限がない塒合

・ジュース､牛乳など｡炭酸以外）

･尿の管を入れます｡その後､用意し
ていただいたアンギオパンツをはきま

す｡

○退院後の注窟点

･退院後､検査した部位が翻れる､硬いも

のが触れる症状がある時は痢院'二相駁して
ください。

･入浴は3日目（／）から行えます｡検査した
部分を強くこすらないように注童してください。
侭ロの絆創膏は入浴後に取ってください。

･退院前に医師から検査結果の幽明があり

ます。

･君護師から日常生活の注唾点､次回予約
､内服薬について脱明があります。


